
 

0. CRDS における俯瞰報告書の全体構成 
JST 研究開発戦略センター（CRDS）は、国内外の社会や科学技術イノベーションの動

向及びそれらに関する政策動向を把握・俯瞰・分析することにより、科学技術イノベーシ

ョン政策や研究開発戦略を提言し、その実現に向けた取組を行っている。 
CRDS は 2003 年の設立以来、科学技術分野を広く俯瞰し、重要な研究開発戦略を立案

する能力を高めるべく、その土台となる分野俯瞰の活動に取り組んできた。特に近年、科

学技術と社会との関係が深化する中で、図 1 に示すように科学技術分野および社会の状況

を把握することに加え、分野間の融合や分野を越えた動きを捉える中から提言等を取りま

とめる努力をしてきた。当然この過程において、研究開発コミュニティー、政策立案者、

産業界を含めた社会のさまざまなステークホルダーと対話し、参加を得ることは、研究開

発戦略を立てる上で必須の取り組みである。 
本報告書、俯瞰報告書統合版（2019 年）では、図 2 に示すように各分野別に発刊され

ている俯瞰報告書の内容のポイントを集約しつつ、社会や政策等の動向を踏まえた上で分

野を越えた全体像として捉えることを目指した。具体的な構成としては、まず本報告書の

1.において、研究分野毎の俯瞰を行うにあたって押さえておくべき前提、CRDS 内にて現

時点で共有されている問題意識として、グローバルトレンド、科学と社会に係る動向、科

学技術イノベーション政策の俯瞰、主要国の動向等を取りまとめた。1.を踏まえた上で 2.
においては、まず 2.1 において分野融合や分野を越えた動きを含めた全体を概観し、2.2
において分野別版の俯瞰報告書の結果から、「世界の潮流」「日本の位置付け」「日本の挑

戦課題」を抽出し取りまとめた。2.2 の詳しい内容については研究分野毎に 2.3～2.6 に概

要としてまとめたが、より詳しくは分野別版の俯瞰報告書を参照頂きたい。最後に 3.にお

いて科学技術イノベーションの今後の課題に関して、重要と考えられるポイントについて

考察を行った。 
なお本報告書以外の俯瞰報告書についても簡単に説明すると、分野別版の俯瞰報告書

（2019 年）では、研究分野ごとに、俯瞰対象分野の全体像（俯瞰の構造と範囲、研究開

発の歴史・変遷、研究開発を取り巻く現状、今後の展開と日本の研究開発戦略の方向性）

を記述するとともに、国内外の研究開発動向や科学技術的・政策的課題、日・米・欧・

中・韓等の国際比較（基礎研究／応用研究・開発フェーズごとの現状・トレンド）などの

情報をまとめている。これに加え、我が国における科学技術イノベーション政策の歴史的

な変遷については、「日本の科学技術イノベーション政策の変遷」として、研究開発戦略

を立案する際に参考になる重要な主要国の研究開発戦略については、「主要国の研究開発

戦略」として、それぞれ別冊で取りまとめた。 
本冊子、俯瞰報告書統合版（2019 年）でまとめた内容については、関係ステークホルダ

ーに発信していくこととしており、また、日本の挑戦課題として浮かび上がった項目につ

いては、今後、CRDS において深掘り検討を進めていく予定としている。 
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図 1 CRDS の活動を概念的にまとめたもの。研究開発戦略を社会課題対応、基礎研究、

基盤（研究体制、推進方策）の 3 つの観点から検討するとともに、各種ステークホルダー

とも対話しつつ、常に複数分野を融合した内容により提言等を作成している。 
 

 
図 2 研究開発の俯瞰報告書（2019 年）の構造 

１．科学技術イノベーションの俯瞰の前提 
1.1 グローバルトレンドと「科学と社会」 
 

2019年の俯瞰の前提として、2030年ごろを見据えた「グローバルトレンド」と「科学と

社会」の問題意識を記す。数字を伴った予測の有効期間は前半5年くらいであると考えて

ほしい。 
 

1）グローバルトレンド〔2019年から2030年ごろまでの世界と日本〕 
 

（1）総論、グローバリズム、地政学など 
・ 80億人弱の人類の価値観が大きな変動にさらされているため、地政学および各国政治

も世界経済、各国経済も大きな不確定要因を持っており、その意味では非常に予測の

難しい、触れ幅の大きな時代を迎えている。この価値観の変動は基本的には情報発信

者が一部の人に限られていたという時代からすべての人が情報発信者に容易になれる

ということとも関係している。現象的に言えば世界的あるいは一国内における格差の

問題やその他人口増加、食糧危機など地球規模の課題が容易に解決されないという不

満が背景にある。歴史的に捉えるとヨーロッパで生まれ米欧で育まれたグローバリズ

ムという価値観（近代を成立させた価値観）の揺らぎによるものである。従って、50
年ほど前に提起されたポストモダンの問題と近似の問題であるが、それがより（先進

国の学者や知識人の世界ではなく）全人類的にしかも、緊急で具体的な問題を伴って

現出してきているということが特徴である。また、ここでは、グローバリズムは民主

主義（人権概念、個人主義などを含む）市場原理（資本主義）、科学技術などを規範

とする文明潮流のことであると定義したい。 
・ イアン・ブレマーは現代をG0の時代としているが、これは単なる米国の指導力の低

下、中国の台頭というばかりではなくグローバリズムの規範の動揺という側面で捉え

るのが重要である。米国を見れば分かるように理想主義的な民主主義、市場原理を強

く信奉する米国の価値観が必ずしも一枚岩でなくなってきていることにも象徴されよ

う。その結果として米国のトランプ大統領が登場するわけだが彼の打ち出した自国第

一主義は世界に伝播され「規範なき世界」を増幅しているともいえる。また、国内で

は個々の政策レベルでは今後の米国内選挙によって変化することはあろうが米国が嘗

てのメルティングポットではなくて価値観が分裂したままのモザイク社会の様相が強

くなると読んだほうが正しいだろう。従って米国の理念外交の側面は後退し国益を追

う外交の側面が強くなろう。トランプ大統領によって提起された米中経済摩擦は米議

会においてグローバリズムに中国を抱き込もうというという考え方から中国を完全な

競争相手として定着させたということで重要な転機である。 
・ グローバリズムに挑戦する国としての中国の近未来も重要である。中国は習近平を核
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ナノテクノロジー・
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ライフサイエンス・
臨床医学分野

日本の科学技術
イノベーション政策の変遷

主要国の
研究開発戦略

分野版

統合版
1. 科学技術イノベーションの俯瞰の前提

 グローバルトレンドと「科学と社会」
 これまでの我が国の科学技術イノベーション政策の俯瞰
 主要国の動向のまとめ

2. 科学技術の俯瞰
 世界の潮流等における分野を越えた動き
 分野別の俯瞰

3. 科学技術イノベーションの今後の課題

社会課題対応

基礎研究

基盤（研究体制、
推進方策等）

環境・エネルギー分野

システム・情報
科学技術分野

ナノテクノロジー・
材料分野

ライフサイエンス・
臨床医学分野

複数分野で融合

複数分野で融合

複数分野で融合

研究者コミュニティ、政策立案者、
産業界、海外関連機関など

科学技術分野の俯瞰

社会的期待の分析

海外動向調査・分析

JST/CRDS

戦略
プロポーザル
俯瞰報告書

など

継続的な情報交換、
活動への参加など

科学技術イノベーション政策立案や
各種施策化の基礎資料として活用




